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ふ
る
さ
と
に
寄
せ
て 

 
･･･

私
の
生
ま
れ
た
村
は
今
の
岡
山
県
上
房
郡
賀
陽
町(

現
在
の
加
賀
郡
吉
備
中
央
町)

大
字
北
、
前
に
は
吉
備
郡
大
和
村
と
い
っ
た
。
村

の
北
に
は
大
和
山(

お
お
わ
さ)

が
優
し
い
稜
線
を
描
い
て
そ
び
え
て
い
る
。
北
村
は
そ
の
裾
、
い
や
膝
に
当
た
る
猫
額
大
の
高
原
で
あ
る
。 

私
は
幼
年
の
毎
日
を
、
こ
の
山
を
仰
ぎ
つ
つ
そ
の
膝
の
上
で
遊
び
暮
ら
し
た
の
で
あ
る
。
村
の
中
を
流
れ
る
川
は
、
豪
渓
を
経
て
槇
谷
川
に 

入
り
、
高
梁
川
に
注
ぐ
。
子
供
心
に
焼
き
付
け
ら
れ
て
い
る
山
や
川
は
、
高
く
大
き
い
。
飛
び
そ
こ
ね
て
溺
れ
か
か
っ
た
川
も
、
今
日
で
は 

一
ま
た
ぎ
に
す
ぎ
ぬ
。
登
る
に
骨
折
っ
た
土
手
も
、
今
の
私
の
背
丈
ほ
ど
し
か
な
い
。
が
、
眼
を
閉
じ
れ
ば
、
今
で
も
こ
の
山
も
川
も
土
手 

も
大
き
く
高
く
浮
き
彫
り
さ
れ
て
く
る
。
村
の
中
央
の
丘
の
上
に
あ
る
古
刹
妙
本
寺
の
鐘
の
音
さ
え
、
あ
の
森
を
越
え
て
聞
こ
え
て
く
る
。 

                                                           

五
十
年
余
り
の
歳
月
を
経
て
、
千
里
の
涯
に
さ
す
ら
い
つ
つ
、 

 
 
                                                           

挙
頭
望
山
月 

頭
を
挙
げ
て
山
月
を
望
み 

 
 

                                                   
 

低
頭
思
故
郷 

頭
を
低(

た)

れ
て
故
郷
を
思
う 

                                                           

と
李
白
の
詩
句
に
深
く
共
感
し
な
が
ら 

 
 
                                                         

  

大
わ
さ
に
抱
か
れ
て
育
つ
健
児
は
や 

                                                           

と
、
ふ
る
さ
と
の
子
供
た
ち
の
清
ら
か
な
幸
福
を
祈
ら
ず
に
は 

                                                           

い
ら
れ
な
い
。 

 
                                                          

敗
戦
の
憂
き
目
を
上
海
で
迎
え
、
む
ず
か
し
い
終
戦
処
理
を
済 

ま
せ
翌
年
五
月
博
多
に
上
陸
、
い
っ
た
ん
荒
野
原
の
東
京
の
宅
に
帰
っ
た
が
、
郷
里
に
疎
開
し
た
ま
ま
病
ん
で
、
東
京
に
帰
れ
ぬ
母
の
許
に

駆
け
つ
け
た
時
の
ふ
る
さ
と
の
印
象
は
、
十
七
年
を
経
た
今
日
も
、
そ
の
日
の
ま
ま
の
姿
で
眼
前
に
彷
彿
す
る
。
ふ
る
さ
と
は
ま
こ
と
に
あ

り
が
た
き
か
な
、
優
し
き
か
な
、
で
あ
る
。
歌
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
と
き
の
印
象
を
感
ず
る
ま
ま
に
手
帳
に
書
き
つ
け
た
も 

の
が
、
今
も
手
許
に
あ
る
。 

 
 

紫
に
夕
餉
の
煙
た
な
び
き
て 

ふ
る
さ
と
の
山
河
来
迎
う
わ
れ
を 

山
河
あ
り
国
や
ぶ
れ
て
も
ふ
る
さ
と
の 

山
水
花
は
う
つ
く
し
き
か
な 

 
 
 
 
 
 

北
村
に
は
先
祖
の
墓
が
あ
る
。
亡
き
子
の
墓
が
あ
る
。
私
は
少
な
く
と
も
年
に
一
度
は
墓
参
り
を
す
る
。 

 
 

母
の
墓
苔
を
む
し
り
て
小
半
時 

 

亡
き
子
や
慈
母
の
死
が
遠
く
な
る
に
つ
れ
て
、
悲
し
か
っ
た
墓
参
り
が
だ
ん
だ
ん
楽
し
い
も
の
に
な
る
。
母
や
子
に
会
え
る
よ
う
な
喜
び

を
感
ず
る
の
で
あ
る
。
隣
村
の
親
戚
に
立
ち
寄
っ
て
か
ら
北
村
へ
向
か
う
。
北
村
へ
出
る
山
の
端
に
か
か
る
と
、
す
ぐ
眼
の
前
に
大
和
山
が 

一
段
と
高
く
そ
び
え
、
親
し
み
深
く
「
よ
う
帰
っ
て
き
た
な
あ
」
と
言
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
思
え
る
。
幼
心
に
帰
っ
て
足
も
軽
く
は
ず
む
。 

懐
か
し
い
母
の
膝
に
も
ど
る
思
い
で
あ
る
。･･･ 

    
 
 
  

                                        

岡
崎
嘉
平
太
著
「
中
国
問
題
へ
の
道
」
（
昭
和
四
十
六
年
発
行
）
よ
り 
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   岡崎嘉平太先生の墓前で手を合わせた頃は､小雨が 

 しっとり辺りを包んでいましたが､大和山に上がった頃 

 からは雨も上がり､一面霧の中に､山の峰々だけが浮かん 

 でいました｡しばらくすると､薄日が差し始め､霧が､さっと 

 左右に流れ､周りが鮮明に見えだしました｡そして､遙か 

 遠くに瀬戸内海の海がきらきら光り､四国の屋島を望む 

 ことができました。これは､5月20日に｢岡崎嘉平太国際 

 奨学財団｣の留学生を大和山に案内したときのことです｡ 

  嘉平太先生がこよなく愛したふる里｡大和山｡大和山の 

 山頂から臨む大和の地は､今も野も山も､田も畑も一面緑 

 に覆われ､その中に家々が点在し､近くでは鶯が鳴いてい 

 ました｡静閑な自然の懐で､しっとりと優しく､穏やかな 

 時が流れているのを感じました｡ 

   この4月から岡崎嘉平太記念館で勤めさせていただい  

 ております｡嘉平太先生のことは知れば知るほど､数々の 

 業績の偉大さ､お人柄の温かさと崇高さ､亡くなられるまでご壮健で活躍されたこと 

 等々､深く感銘を受けております｡そして､嘉平太先生の研究や顕彰事業の一端に関わら 

 せていただける幸せを感じています｡ 

  今後､1人でも多くの方に､アジアの平和を希求し､日中友好に尽力された嘉平太先生の 

 ことを知っていただき､先生の志が､多くの人の心に生きていくことを願わずにはいられ 

 ません｡ 

  特に､嘉平太先生が健やかに成長することを願ったこどもたちに､広く国際的な視野を 

 持ち､信頼と愛情にあふれた嘉平太先生の生き方や高い志を伝えていきたいと思います｡ 

 そのためには､学校や他施設へ出かけ､積極的に連携を図っていきたいと考えています｡ 

  これからも新しい展示や企画展､講演会を計画していますので､大勢の皆様がおいで 

 くださいますよう職員一同心からお待ちいたしております。今後ともご支援､ご協力を 

 よろしくお願いいたします｡ 
 

岡崎嘉平太記念館 館長 河 田 啓 子  

全日本空輸(株)大橋洋治会長

ならびに山元峯生社長からいた 

だいた就任祝の花と 

 

 新 任 の ご あ い さ つ 

 日中国交正常化実現後から晩年にかけ､更なる友好関係の 

構築を望み､苦悩しながらも将来への展望をもって日中両国

の繁栄に尽力した岡崎氏のおもいが記された講演･講話記録 

四編を収録しました｡ 

 また､岡崎氏と数々の訪中を共にされた金光貞治氏の手記 

も掲載しました｡講演記録と共に大変興味深い内容です｡ 

「紀要 第三号 岡崎嘉平太 講演集３」 

Ａ５版 １７５ページ 価格３００円 
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 岡崎嘉平太氏は､中国をはじめとするアジア諸国の人づくりへ

の支援を通じ､民族間の相互理解に､ひいては世界の友好と平和を 

唱えていました｡ 

 岡崎氏の遺産を基金として設立された、岡崎嘉平太国際奨学 

財団では､アジアの各国から、日本の大学で学ぶことを希望する 

優秀な学生を招聘し､奨学金等の支援を行っています。 

 この財団は､創立15周年を迎え､受け入れた奨学生は68名に 

達しています｡その若者の多くは日本とアジアの架け橋として 

活躍しています｡ 

 

展示室を見学 

   新しく選ばれた奨学生たちが､毎年､岡崎嘉平太記念館を 

 研修のために訪れています｡ 

   今年は､5月19日･20日の日程で､中国2名､フィリピン1名､ 

 マレーシア1名の奨学生が来館しました｡ 

   大和小学校の｢嘉ぁちゃんの部屋｣、妙仙寺(菩提寺)等の 

 岡崎氏ゆかりの地を訪れた後､記念館にて､岡崎氏の思想や 

 功績等の説明を受けました｡翌日は､岡崎家の墓参､地元の方 

 の協力で5回目を迎えた大和山頂で､桜の苗木の記念植樹を行いました｡ 

  また､新緑の美しい岡山後楽園や岡山城､夢二郷土美術館を訪れ､岡崎氏の故郷の人々 

 や文化に触れました。 

大和小学校にて 

 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

  

岡崎嘉平太国際奨学財団16期奨学生の訪問 特 集 

  

  ･･たくさんの人に影響を与えてすばらしいと思います｡私も岡崎先生のように 

  いつかほかの人を手伝いたい  ［ハーブさん フィリピン大学(フィリピン)出身］ 
 

  ･･先生が書いた“人の身になって考える”私にとってこの言葉はなつかしい 

 思い出がある｡学生時代の先生がよくこの言葉を言ってくれた｡･･岡崎先生は 

 この言葉の真理がよく分かっていたと思う 

               ［ポイファンさん マラヤ大学(マレーシア)出身］ 
  

  ･･先生はこの全世界を愛していると感じた･･これから一生懸命勉強して自分の 

  力を尽し両国の友好を促進すると自分に誓った ［呉さん 吉林大学(中国)出身］ 
  

  ･･岡崎先生について･･私たちにとっては､よく知っている方ですが、たぶん 

 先生にとって私たちは､まだ新しい顔だろうと思います｡お墓参りで直接に 

 挨拶して､お礼を言うことができました｡先生にお会いしたらどんな話をして 

 くださるだろうと思いました       ［李さん 北京大学(中国)出身］ 

 
 

奨 

学 

生 

の 

感 

想 

よ 

り 

記念植樹の後､地元の方々と マスコミの取材を受ける様子 



OKAZAKI KAHEITA MEMORIAL HALL 

き ね ん か ん し ご と 
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岡崎嘉平太記念館研究室にて 

こ 
ど も の 

ひ 
ろ ば 

  植樹 

おかざきかへいたきねんかん 

 アジアの国々
くにぐに

から日本
にほん

の大学院
だいがくいん

に勉強
べんきょう

に来
き

た若
わか

い 

人達
ひとたち

が、岡崎嘉平太
おかざきかへいた

さんのことを勉強
べんきょう

するために、 

毎年
まいとし

､記念館
きねんかん

を訪
おとず

れています｡そして､町内
ちょうない

の嘉平太
かへいた

 

さんとつながりの深
ふか

い場所
ばしょ

へも案内
あんない

しました｡ 

 小
ちい

さな稲
いね

がゆれる田
た

んぼを眺
なが

めながら､嘉平太
かへいた

さんの母校
ぼこう

の大和小学校
やまとしょうがっこう

へ｡奨学生
しょうがくせい

は､

こどもたちから､｢中国語
ちゅうごくご

でしゃべってください｣などと話
はなし

かけられ､うれしそうに 

答
こた

えていました。翌日
よくじつ

は嘉平太
かへいた

さんのお墓
はか

参
まい

りをしました｡道中
どうちゅう

の景色
けしき

を｢トトロの

風景
ふうけい

｣と言
い

って感激
かんげき

する奨学生
しょうがくせい

もいました｡日本
にほん

のアニメを

よく知
し

っているんですね!そして大和山
おおわさん

で記念
きねん

に桜
さくら

を植
う

え

ました｡地元
じもと

の人
ひと

と気
き

さくに話
はな

し､山道
やまみち

を登
のぼ

るお年寄
としよ

りの 

腕
うで

を抱
かか

え､手助
てだす

けする姿
すがた

は(左の写真)､優
やさ

しさにあふれて 

いました｡私
わたし

たちも見習
みなら

いたいですね｡ 

 5月31日、大和小学校
やまとしょうがっこう

の4年生
ねんせい

の皆
みな

さんが､記念館
きねんかん

に 

嘉平太
かへいた

さんのことを勉強
べんきょう

しに来
き

ました。 

 写真
しゃしん

は河田館長
かわたかんちょう

と安原学芸員
やすはらがくげいいん

から話
はなし

をきいている 

時
とき

のものです。この後
あと

､展示室
てんじしつ

を見学
けんがく

して､嘉平太
かへいた

さん

のすごいところをたくさん発見
はっけん

できました｡こども 

たちの熱心
ねっしん

な姿
すがた

に感心
かんしん

しました。 


